
人
の
運
転
免
許
証
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
︵
障
害
の
等
級
、
車
、
運
転

者
な
ど
︶に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限　
５
月
24
日
︵
金
︶

申
問

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　
５
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
、
全

国
一
斉
に
﹁
赤
十
字
運
動
﹂
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　
赤
十
字
社
員
と
は
、
日
本
赤
十

　
市
内
の
一
部
で
、
次
の
図
の
と

お
り
公
共
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
区
域
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ん
は
、
早
期
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
供
用
開
始
区
域

①
牛
窓
処
理
区　

　

　
牛
窓
町
長
浜
の
一
部
区
域

②
邑
久
処
理
区　

　

　
邑
久
町
百
田
の
一
部
区
域

③
長
船
中
央
処
理
区

　

　
長
船
町
服
部
、
土
師
の
一
部
区
域

問
下
水
道
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

　
地
震
発
生
時
に
一
人
一
人
が
ま

ず
自
分
の
身
を
守
り
、
無
事
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
﹁
地
震
そ
の
時
10
の
ポ
イ

ン
ト
﹂
を
参
考
に
し
て
身
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

︻
地
震
時
の
行
動
︼

①
地
震
だ
！　
ま
ず
身
の
安
全

※
揺
れ
を
感
じ
た
り
、
緊
急
地
震

　
速
報
を
受
け
た
時
は
、
丈
夫
な

　
テ
ー
ブ
ル
の
下
や
、﹁
物
が
落

　
ち
て
こ
な
い
﹂﹁
倒
れ
て
こ
な

　
い
﹂﹁
移
動
し
て
こ
な
い
﹂
空

　
間
に
身
を
寄
せ
、
揺
れ
が
お
さ

　
ま
る
ま
で
様
子
を
見
る
。

︻
地
震
直
後
の
行
動
︼

②
落
ち
つ
い
て　
火
の
元
確
認　

　
初
期
消
火

③
あ
わ
て
た
行
動　
け
が
の
も
と

④
窓
や
戸
を
開
け　
出
口
の
確
保

⑤
門
や
塀
に
は　
近
寄
ら
な
い

︻
地
震
後
の
行
動
︼

⑥
火
災
や
津
波　
確
か
な
避
難

⑦
正
し
い
情
報　
確
か
な
行
動

⑧
確
か
め
合
お
う　
わ
が
家
の
安
全

　
隣
の
安
否

⑨
協
力
し
合
っ
て　
救
出
・
救
護

⑩
避
難
の
前
に　
安
全
確
認

　
電
気
・
ガ
ス

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
４
９
３

　
障
害
児
に
対
し
、
年
１
回
、
７

月
に
福
祉
年
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
瀬
戸
内
市
障
害
児
福
祉

年
金
証
書
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

４
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
る
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

　
４
月
１
日
ま
で
に
手
帳
を
取
得

し
、
４
月
１
日
現
在
１
年
以
上
市

内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
未
満
の

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

　
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
を

　
所
持
し
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
・
２
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
受
付
期
間

　
５
月
７
日
︵
火
︶
～
31
日
︵
金
︶

申
福
祉
課
、
本
庁
総
合
窓
口
、　

　

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

問
福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
重
度

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
所
有

し
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
申
請
に

記号の説明

よ
っ
て
、
１
人
１
台
に
限
り
軽
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
４
月

１
日
現
在
で
、
満
18
歳
未
満
の
身

体
に
障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
精

神
に
障
害
が
あ
る
人
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
障
害
の
等
級
な
ど
条
件
に
よ
っ

て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動
車
税

な
ど
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
印
鑑
、
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
す
る

字
社
が
行
う
国
際
救
援
や
災
害
救

護
な
ど
の
人
道
的
な
理
念
や
活
動

に
賛
同
し
、
年
額
５
０
０
円
以
上

の
社
費
を
納
め
た
人
の
こ
と
で
、

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
誰
で
も

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
社

員
か
ら
の
資
金
︵
社
費
︶
と
、
一

般
の
人
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部

　

瀬
戸
内
市
地
区

　
︵
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
内
︶

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

　
備
前
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
な

ど
の
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

匿
名
・
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
検

査
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
相

談
も
同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
検
査
内
容

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
︵
即
日
検

査
︶、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
梅
毒

検
査
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

▽
日
時　
６
月
７
日
︵
金
︶　

　
午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
場
所　
岡
山
県
備
前
保
健
所

　
︵
岡
山
市
中
区
古
京
町
１-

１-

17
︶

予
問

相
岡
山
県
備
前
保
健
所

　

☎
０
８
６-

２
７
２-
５
５
５
３

　
︵
エ
イ
ズ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︶

　
市
で
は
、
財
政
状
況
を
よ
り
詳

し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
新
地

方
公
会
計
制
度
︵
総
務
省
方
式
改

訂
モ
デ
ル
︶
に
基
づ
く
平
成
23
年

度
財
務
書
類
︵
普
通
会
計
財
務
書

類
４
表
、
連
結
ベ
ー
ス
財
務
書
類

４
表
︶を
作
成
し
ま
し
た
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
経
営
企
画
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
５

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/
     data/zaisei.html

　満 20 歳以上であれば、学生であって
も国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の人は一般的に所得が少
ないため、本人の所得が一定額以下の場
合、国民年金保険料の納付が猶予される

「学生納付特例制度」があります。
　学生納付特例の承認期間は４月から翌
年３月までですが、次の年度も在学予定
である場合、引き続き学生であれば、４
月初めに送られた再申請の用紙に必要事
項を記入して返送すれば、学生納付特例
が１年間継続されます。
　また、学生でない 30 歳未満の人の場
合には、本人および配偶者の所得が一定
額以下の場合に、国民年金保険料の納付
が猶予される「若年者納付猶予制度」が
あります。
　これらの制度の申請を行わず、保険料
を未納のままにしておくと、不慮の事故
などにより障害が残った場合でも、障害
年金を受けることができなくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎年金
を受け取るために必要な期間に算入され
ますが、年金額には反映されません。就
職などで収入が得られるようになった場
合は、将来受け取る年金を増額するため、
10 年以内であれば保険料を納めること
ができる「追納制度」の利用をお勧めし
ます。
　市民課
　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２８

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
運
転
す
る

学生納付特例制度と

若年者納付猶予制度

ねんきんのおはなし♪

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

  

下
水
道
の

  

供
用
区
域
を
拡
大

①牛窓処理区

③長船中央処理区②邑久処理区
  

地
震
そ
の
時

  

10
の
ポ
イ
ン
ト

  

障
害
児
福
祉
年
金
を

  

支
給

  

障
害
の
あ
る
人
の

  

軽
自
動
車
税
を
減
免

問

  

５
月
は

  

赤
十
字
運
動
月
間

  

エ
イ
ズ
な
ど
の
夜
間
検
査

問

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先
   

平
成
23
年
度

   

瀬
戸
内
市
財
務
書
類

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

ごみ減量速報
　平成 24 年４月～平成 25 年３月にお
ける市民１人１日当たりのごみ排出量は
716㌘で、基準値 782㌘からの減量率は
8.4％でした。

牛窓北小学校
粟利郷

市役所

長船支所

長船中央浄化センター
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
４
月
か
ら
、
次
の
３
つ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
定
期
予
防
接
種
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
ワ
ク
チ
ン

①
子
宮
頸
が
ん
予
防
︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
︶

　
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
小
学
６
年
生
～
高

校
１
年
生
相
当
年
齢
の
女
子
で
す
。

②
Ｈ
ｉ
ｂ
︵
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌

　
ｂ
型
︶
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
生
後
２
月
か
ら
60

月
に
至
る
ま
で
の
乳
幼
児
で
す
。

③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
者
は
、
生
後
２
月
か
ら
60

月
に
至
る
ま
で
の
乳
幼
児
で
す
。

※
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、

　
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
も
、
県
内

　
相
互
乗
り
入
れ
予
防
接
種
協
力

　
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
接
種
で
き

　
ま
す
。

※
予
診
票
は
医
療
機
関
窓
口
に
あ

　
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
人
と
、
そ
の
家

族
の
人
は
﹁
退
職
者
医
療
制
度
﹂

で
医
療
を
受
け
ま
す
。

　
適
正
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
市

の
負
担
が
軽
減
し
、
結
果
的
に
国

民
健
康
保
険
税
の
増
額
を
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
人

で
、
退
職
者
医
療
制
度
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
︵
表
面
の
右

上
に
﹁
退
職
﹂
と
表
記
が
あ
り
ま

す
。
右
下
図
参
照
︶
を
持
っ
て
い

な
い
場
合
は
、
対
象
者
全
員
の
保

険
証
と
年
金
証
書
︵
退
職
被
保
険

者
に
該
当
す
る
人
︶
を
持
参
し
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
退
職
被
保
険
者︵
本
人
︶の
条
件
︼

①
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
20
年

　
以
上
、
ま
た
は
40
歳
以
降
10
年

　
以
上
加
入
し
て
い
る
こ
と

︻
退
職
被
扶
養
者︵
家
族
︶の
条
件
︼

①
退
職
被
保
険
者
に
よ
り
生
計
を

　
維
持
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
未

満
︵
60
歳
以
上
ま
た
は
障
害
者

　

の
場
合
は
１
８
０
万
円
未
満
︶

　

で
あ
る
こ
と

申
問

市
民
課

　

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
７
９
０

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康
保
険
で

す
。
平
成
25
年
４
月
か
ら
の
、
被

扶
養
者
が
、
特
定
健
診
を
県
内
の

実
施
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

の
自
己
負
担
額
は
１
、６
７
５
円
で
す
。

問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
４

　

HPhttp://www.kyoukaikenpo.or.jp/

　
瀬
戸
内
市
、
玉
野
市
、
備
前
市

で
は
、
職
員
採
用
合
同
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事
前

申
込
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
５
月
２
日
︵
木
︶
午
後

　
１
時
15
分
～
午
後
４
時
40
分

　
︵
午
後
０
時
45
分
開
場
︶

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
︵
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
︶

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
、
業

　
務
概
要
の
説
明
、
若
手
職
員
か

　
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
少
人
数
で

　
の
職
員
と
の
対
話

問
総
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾

け
心
で
聴
く
﹁
傾
聴
﹂
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
講
師
は
、
教
職
員
を
支
援
す
る

﹁
沢
田
の
杖
塾
﹂
を
主
宰
し
て
い

る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
で
す
。

▽
日
時　
５
月
23
日
、６
月
６
日
、

　
６
月
20
日
、
８
月
８
日
、
９
月

　
５
日
、９
月
19
日
、10
月
10
日
、

　
10
月
24
日︵
い
ず
れ
も
木
曜
日
︶

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　
ー
ス
マ
イ
ル
︵
瀬
戸
内
市
邑
久

　
町
山
田
庄
８
８
０-

１
︶

▽
対
象
者　
市
内
在
住
・
在
勤
で

　
８
回
全
て
を
受
講
で
き
る
人

▽
定
員　
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
費
用　
無
料

申
問

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

　
市
で
は
、
認
知
症
や
障
害
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
を
身

近
な
地
域
で
支
援
す
る
﹁
市
民
後

見
人
﹂
の
養
成
研
修
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
や
市
民
後
見
人

に
関
心
の
あ
る
人
は
、
電
話
で
申

し
込
み
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
23
日
︵
木
︶　

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
︵
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
︶

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
５
月
17
日
︵
金
︶

申
問

い
き
い
き
長
寿
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

　
瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協
議

会
で
は
、
初
め
て
韓
国
語
を
学
ぶ

人
を
対
象
と
し
た
韓
国
語
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
︶
で
５
月
31
日

︵
金
︶
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▽
期
間　

　
６
～
10
月
の
第
２・４
金
曜
日

▽
時
間　
午
後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
会
費　
１
回
１
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
購
入
者
は
、
初
回
に

　
２
、５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▽
定
員　
25
人
︵
先
着
順
︶

申
問

瀬
戸
内
市
国
際
交
流
推
進
協

　
議
会
事
務
局︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︶

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
３
０
４

募
集
し
ま
す
。

︻
森
陶
岳
氏
の
大
窯
見
学
︼

▽
内
容　
森
陶
岳
氏
の
寒
風
新
大

　
窯
︵
85
㍍
︶
を
見
学
し
ま
す
。

　
窯
の
内
部
を
見
学
す
る
こ
と
は

　
で
き
ま
せ
ん
。
窯
の
横
の
道
を

　
歩
い
て
登
り
、
大
き
さ
を
体
感

　
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
３
日
︵
金
・
祝
︶

　
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～︵
各

　
回
約
50
分
︶

▽
集
合
場
所　
寒
風
陶
芸
会
館

▽
対
象
者　

小
学
５
年
生
以
上
で

　
歩
行
に
支
障
の
な
い
人

▽
定
員　
１
回
25
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
無
料

︻
寒
風
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︼

▽
内
容　
巨
大
な
犬
を
造
形
し
、

　
瀬
戸
内
海
の
犬
島
に
恒
久
設
置

　
す
る
﹁
犬
島
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
﹂
の
作
品
の
一
部
と
な
る

　
タ
イ
ル
を
作
成
し
ま
す
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
第
１
回　
５
月
11
日
︵
土
︶

　
１
部　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
２
部　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　
寒
風
陶
芸
会
館

　

・
第
２
回　
７
月
20
日
︵
土
︶

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
定
員　
各
回
・
各
部
30
人

　
︵
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
参
加
費　
３
０
０
円

申
問

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
月
曜
日
を
除
く
︶

　
文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と

し
た
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校

　
体
験
、
地
域
見
学
な
ど

▽
申
込
期
限　
５
月

▽
申
込
期
限　
５
月

▽
申
込
期
限

17
日
︵
金
︶

い
き
い
き
長
寿
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

議
会
事
務
局︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︶

FAX

▽
派
遣
先　
米
国
、英
国
、豪
州
、

　
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ

　
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

▽
日
程　
７
月
25
日
︵
木
︶
～
８
月

　
13
日
︵
火
︶
の
う
ち
８
～
18
日
間

▽
対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校

　
３
年
生︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
定
員　
各
グ
ル
ー
プ
20
人

▽
参
加
費　

22
万
８
千
円
～
57
万

　
８
千
円︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
応
募
期
限　

６
月
３
日
︵
月
︶

　
ま
た
は
６
月
10
日
︵
月
︶

　
︵
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︶

▽
応
募
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
資
料
を
請
求
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
た
参
加
申
込

書
を
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
説
明
会
︼

▽
日
時　
５
月
19
日
︵
日
︶

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
︵
岡
山
市
北
区
奉
還
町
２-

２-

１
︶

応
問

資
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１

　

FAX
０
３-

６
４
５
９-

４
６
３
３

　

mailinfo@kskk.or.jp　

　

〒
１
０
８-

０
０
７
３

　

東
京
都
港
区
三
田
５-

７-

８-

　

９
２
１

国民健康保険証の種類を確認（右上丸印）

  

子
宮
頸
が
ん
な
ど
の

  

ワ
ク
チ
ン
接
種

   

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
人
へ

   
退
職
者
医
療
制
度

  

協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
健
診
の    

  

負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会

  

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

  

養
成
講
座

  

市
民
後
見
人
に

  

な
り
ま
せ
ん
か

  

寒
風
陶
芸
会
館
で

  

見
学
な
ど
の
参
加
者
を
募
集

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

　
寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
次
の
と

お
り
大
窯
見
学
な
ど
の
参
加
者
を

  

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の

  

参
加
者
を
募
集

  

韓
国
語
講
座
の

  

受
講
生
を
募
集

　　知っ得！せとうち便　　

お
知
ら
せ

募　
　

集
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無
料
法
律
・
人
権
相
談

  

な
ど

　
児
童
福
祉
関
係
の
心
配
ご
と
な

ど
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
問

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

　
５
月
15
日
︵
水
︶
午
前
11
時
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
足
の
病
気
と
ケ
ア
の

　
方
法
に
つ
い
て

▽
講
師　
丹
生
香
久
子
氏︵
看
護
師
︶

▽
定
員　
30
人︵
食
事
付
き
は
24
人
︶

▽
参
加
費　
食
事
付
き
５
０
０
円

　
︵
食
事
な
し
１
０
０
円
︶

▽
申
込
期
間　
５
月
１
日
︵
水
︶

　
～
14
日
︵
火
︶

申
問

瀬
戸
内
市
民
病
院

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

　
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
多

く
の
人
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
、

平
成
25
年
１
月
に
満
１
０
１
歳

で
亡
く
な
っ
た
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
。

そ
の
心
温
ま
る
詩
を
片
岡
鶴
太

郎
、市
川
團
十
郎
、佐
久
間
良
子
、

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ︵
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
︶

ら
各
界
の
著
名
人
36
人
が
揮き

毫ご
う

し

た
作
品
約
80
点
な
ど
を
展
示
す
る

柴
田
ト
ヨ
﹁
く
じ
け
な
い
で
﹂
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
企
画
と
し
て
開
催
す
る
も
の

で
、
展
覧
会
終
了
後
に
は
収
益
の

一
部
を
被
災
地
の
復
興
に
役
立
て

ま
す
。

▽
期
間　
５
月
26
日
︵
日
︶
ま
で

※
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
︵
祝

　
日
を
除
く
︶・祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
︵
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
︶

▽
観
覧
料　
一
般
８
０
０
円
、
団

　
体
︵
20
人
以
上
︶
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、　
中
学
生
以

　
下
無
料

問
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
千せ

ん
ず
さ
ん
こ
う
ぼ
う
じ

手
山
弘
法
寺
で
、
県
指
定
重

要
文
化
財
︵
民
俗
文
化
財
︶
の
踟ね

り

供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
踟
供
養
は
、
良
い
行
い
に
励
む

人
を
阿
弥
陀
如
来
が
聖し

ょ
う
じ
ゅ衆
と
と
も

に
極
楽
浄
土
へ
導
く
様
子
を
劇
化

し
た
行
事
で
す
。

　
遍へ

ん
み
ょ
う
い
ん

明
院
か
ら
東と

う
じ
ゅ
い
ん

寿
院
ま
で
練
り

歩
く
行
列
の
様
子
は
、
一
般
に
も

公
開
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
５
日
︵
日
・
祝
︶

　
行
列
は
午
後
３
時
～

　
︵
１
時
間
程
度
、
雨
天
中
止
︶

▽
場
所　
千
手
山
弘
法
寺
︵
牛
窓

　
町
千
手
︶

▽
駐
車
場　
50
台
程
度

問
踟
供
養
保
存
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
０
５
０

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

２
４
５
５

　
せ
と
う
ち
村
塾
で
は
、
都
市
計

画
・
ま
ち
づ
く
り
が
専
門
の
元
岡

山
理
科
大
学
建
築
学
科
教
授
の
緒

方
清
隆
氏
を
講
師
に
招
き
、﹁
岡

山
県
内
母
子
避
難
世
帯
を
対
象
と

す
る
生
活
実
態
調
査
﹂
と
題
し
て

市
民
大
学
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
12
日
︵
日
︶　

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

問
今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

　
毎
年
５
月
５
日
の
﹁
こ
ど
も
の

日
﹂
か
ら
１
週
間
は
﹁
児
童
福
祉

週
間
﹂
で
す
。
全
国
各
地
で
各
種

の
啓
発
事
業
や
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度﹁
児
童
福
祉
週
間
﹂

の
標
語
は
﹁
君
が
い
る　
た
だ
そ

れ
だ
け
で　
う
れ
し
い
よ
﹂で
す
。

　
家
族
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
５
月
16
日
︵
木
︶

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

▽
相
談
料　
無
料

予
問

岡
山
東
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

　
子
ど
も
の
成
長
や
発
達
に
つ
い

て
、
小
児
科
専
門
医
が
相
談
に
応

じ
、
発
達
検
査
も
行
い
ま
す
。
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
６
月
５
日
︵
水
︶

※
時
間
は
予
約
後
に
決
定
し
ま
す
。

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
員　
小
児
科
専
門
医
な
ど

▽
相
談
料　
無
料

予
問

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

弘
法
寺
踟
供
養

  
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
特
別
展

  
柴
田
ト
ヨ
「
く
じ
け
な
い
で
」
展

  

せ
と
う
ち
村
塾
の

  
市
民
大
学
講
座

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

　妹尾晴美さん（瀬戸内べじたぶる）です

たまねぎのツナサラダ

料理本「瀬戸内市のおいしい味、あつまれ」から
紹介しています。

◆材料（４人分）
●タマネギ（1 個 200g）
●乾燥ワカメ（5g）
Ａ
●しょうゆ（大さじ 1）
●酢（大さじ２）

●ツナ缶（1 個 80g）

● 砂 糖（ 小 さ じ 1/2）
●練りからし（小さじ 1/2）

◆作り方
①タマネギは薄切りにする。乾燥ワカメは水で戻
　し、大きいようなら切る。
②Ａを混ぜ合わせ、①とツナ缶（汁ごと）を加え
　て和える。
※すぐに食べてもおいしいが、１日おくと味がな
　じんでよりおいしくなる。
※からしの量は好みで調節する。

「瀬戸内市のおいしい
味、あつまれ」は、若
い世代に瀬戸内市の郷
土 料 理 や 農 水 産 物 を
使った料理を紹介する
ために作成した料理本
です。
希望者には、健康づく
り推進課窓口で配布し
ています。興味のある
人は、お問い合わせく
ださい。
問健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２

  

年
金
相
談

  

５
月
５
〜
11
日
は

  

児
童
福
祉
週
間

  

子
ど
も
の
発
達
相
談

ご
覧
の
と
お
り
、
広
報
せ
と

う
ち
は
今
月
号
か
ら
、
コ
ー

ナ
ー
を
再
編
成
し
て
い
ま

す
。
総
ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
す

こ
と
に
よ
る
経
費
削
減
を
目

的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

お
知
ら
せ
・
募
集
・
催
し
物

な
ど
は
新
コ
ー
ナ
ー
「
知
っ

得
！
せ
と
う
ち
便
」
に
掲
載

し
ま
す
。「
ま
ち
の
話
題
」「
健

康
ラ
イ
フ
」「
瀬
戸
内
発
見

伝
」
は
年
７
〜
８
回
の
不
定

期
掲
載
と
し
、
今
月
は
お
休

み
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募　
　

集

相　
　

談

　
本
め
す
す
す今月のお

国
宝
と
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日

本
刀
の
お
よ
そ
４
割
が
備
前
刀
。
そ
の
歴
史

と
見
ど
こ
ろ
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た

「
岡
山
文
庫
」。
日
本
刀
を
展
示
す
る
博
物
館

ガ
イ
ド
付
で
す
。

備
前
刀

－

日
本
刀
の
王
者

－

佐
藤
寛
介
・
植
野
哲
也 

︙
著　

日
本
文
教
出
版

BooKsで
相
談
で
き
ま
す
。
事
前
申
込
は

不
要
で
す
。

▽
日
時　
５
月
９
日
︵
木
︶　
午
前

　
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
︵
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
︶

※
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
法
廷
の
見
学
・
裁
判
の
傍
聴

　
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
に
は
事
前
に
人
数
や
時

間
に
つ
い
て
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

裁
判
は
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
傍
聴
席
に

は
限
り
が
あ
る
た
め
、
団
体
で
の

傍
聴
を
希
望
す
る
場
合
に
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
検
察
庁
の
見
学

　
検
察
庁
の
見
学
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
に

は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
の

　

開
設
、
法
廷
の
見
学
、
裁

　

判
の
傍
聴
に
つ
い
て

相
問

岡
山
地
方
裁
判
所
総
務
課
広
報
係

　

☎
０
８
６- 

２
２
２- 

６
７
７
１

　

・
検
察
庁
の
見
学
に
つ
い
て

申
問

岡
山
地
方
検
察
庁

　

☎
０
８
６- 

２
２
４- 

５
８
６
７

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、

憲
法
週
間
で
す
。こ
れ
を
受
け
て
、

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お
よ

び
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
・

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
見
学
や
裁
判
の
傍
聴
な
ど

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

　
土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
借
、
離
婚
、
相
続
、
人
権
、

子
ど
も
の
非
行
・
人
権
、
登
記
な

ど
の
法
律
問
題
に
つ
い
て
、
無
料
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